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  尺度開発準備として 172 文献を対象とした文献検討を行い、イスラム教の教義やスピリチュアリ
ティが文化的感受性の中 核的要素を占めることを見出した。次にイスラム教徒への医療や患者対
応に詳しい医療従事者 7 名に対して半構成面接を行い、逐語録の内容分析により、【イスラム教に









  回収した質問紙 302 部（回収率 45.6%）の内、有効回答は 277 部（有効回答率 91.7%）であった。
回答者の約 9 割はイスラム教患者の対応経験が無かった。再調査 99 部の内 56 部を回収し（回収
率 56.6％）、級内相関係数 r=.774(p<.01)を得た。探索的因子分析の結果、尺度は 6 因子、29 項
目の構成となった。文化的感受性全体および各因子の信頼性係数は 0.7 よりも低かった（α=.641）。
文化的感受性と異文化間看護能力尺度の両合計得点で有意な相関はなかった。属性や文化・宗
教に関する知識の得点と、看護における文化的感受性の第 1 因子、及び第 2 因子に有意差がみ
られた。一方で、第 3 因子はいずれの属性や知識の得点とも関連はなかった。また、臨床経験年
数の長さと第 5 因子は比例しなかった。 





















































最終試験においては本尺度の開発に参考とした英語論文（Development of the Arabic Spiritual 
Care Intervention-Provision Scale、DOI: 10.1111/jocn.13174)の紹介と適切なクリティークがなされ
た。上記論文審査と最終試験の結果により、申請者は博士（看護学）の学位を授与されるに十分な
資格があるものと認める。 
